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廃糖蜜を原料としたバイオ燃料の開発
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サトウキビ製糖の副産物である廃糖蜜は，未回収の糖類が含まれていますが，高濃度の

カリウムを含むことから有効活用されてきませんでした。NEDO事業の一環で行った本研

究では，廃糖蜜からカリウムを除去し，カリウム除去後の糖液を原料としてバイオ燃料へ

変換する技術開発を行いました。

簡便な方法で，廃糖蜜からカリウムを除去する
方法を考案しました。また，カリウム除去後の
糖液からナフタレンを主成分とするバイオ燃料
（液体燃料）の製造に成功しました。

サトウキビ，廃糖蜜，
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廃糖蜜に含まれるカリウムを硫酸カルシウム・カリウム塩として除去し，カリウム除去後の

糖液を水熱処理により５ｰヒドロキシルメチルフラール（5-HMF）等に変換後，ゼオライト

触媒を用いてバイオ燃料（芳香族化合物等）へ改質（変換）する実験を行いました。

［水熱処理液を原料とした触媒改質反応］

図２ 水熱処理液の改質反応試験の流れ

図２に示す方法で水熱処理液の触媒改質反応を行った結果，カ

リウム除去後の糖液からバイオ燃料（液体燃料）を得ることがで

き，そのうちの約２割（20.6Ｃ％）が油状成分でした（表１）。
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［廃糖蜜中のカリウム除去／水熱処理］

図１に示す方法でカリウム除去を行った

結果，廃糖蜜中のカリウムの74％（32％

＋42％）を除去することができました。

続いて，カリウム除去後の糖液を水熱処

理し＊） ，触媒改質反応の原料としました。

この時，水熱処理後のエーテル抽出サン

プル（水熱処理液）には，50ppmのカリ

ウムと改質反応のターゲット物質5-HMF

が60％含まれていました。

（＊(独)産業技術総合研究所へ依頼）
図１ 廃糖蜜からのカリウム除去工程および結果
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表１ 水熱処理液の改質反応結果
（単位：C%）

反応温度：470℃，カリウム濃度：50ppm

油状成分
成 分

20.6

12.4
1.3

0.5

2.1

7.1

1.3

8.2

30.0

36.8

12.5

合 計 99.9

BTX

TMB+C9

インダン類

その他の芳香族類

ナフタレン類

全芳香族化合物

軽質オイル＋重質オイル

ガス類

その他含酸素化合物

コーク（炭化物）

CO＋CO2
C2H4，C3H6，C4H8

23.2

6.8


